
は　じ　め　に

　東日本大震災と原発事故から２年２カ月が
経過しました。被災地の復旧・復興は未だ遠
く、避難者はなお32万人となっています。
　民主党から代わって誕生した自公安倍政権
は、大企業とアメリカ追随、憲法改悪、とり
わけ憲法９条を変えて軍隊のもてる国づくり
をねらおうとする危険な内閣です。私たちは
憲法を守り、平和と人権が尊重される社会を
めざして運動を広げていく必要があります。
　さらには、消費税増税、ＴＰＰ参加、原発
再稼働、普天間基地の辺野古移転など、次々
に悪政をすすめようとしています。とりわけ
「社会保障制度改革推進法」は、憲法25条の
生存権・健康権とそれを保障する国の責任
を破棄し、社会保障を「自助・自立」と「共
助」に押し込める憲法違反の「社会保障解体
法」です（具体的には生活保護基準引き下げ、
70歳～74歳の医療費２割負担、年金給付切
り下げ、医療・介護保険料引き上げなど）。
　これらは、財界べったり、国民生活無視の
とんでもない改悪です。引き続き、被災地の
一刻も早い復旧・復興と原発ゼロ、いのちと
くらしを守る政治に切り替える運動に旺盛に
取り組みましょう。

２０１２年度活動の特徴

1．年間仲間増やし目標
　　　　「700世帯超過達成!!」

•みんなの力で、706世帯の仲間が増えまし
た。

•これからのさらなる発展への大きな土台と
なりました。

•移転新築を控えたゆたか診療所、豊支部が
牽引車の役割を果たしました。

•大森糀谷支部も、大田病院、大森中診療所
の職員参加が広がり大きな目標を達成しま
した。

•理事会、本部職員の奮闘で最後まで目標達
成をあきらめないでがんばりました。

•多くの組合員が増えました。新しい組合員

の活動への参加なども課題です。三法人の
連携をますます強め、誰もが安心して住み
続けられる運動を広げていきます。

2．震災復興支援と原発ゼロへ

•引き続き、東日本大震災復興支援と原発
ゼロをめざす取り組みに力を入れてきまし
た。

•放射線測定器による線量測定運動から除染
への運動を継続してきました。

•集会や地域パレード、バザーへの参加な
ど年間を通じて支援と運動を続けてきまし
た。

•池上本門寺朝市や商店街・各地域での青空
健康相談会なども積極的に取り組まれまし
た。

•品川地域で実行委員会をつくり行ってきた
「品川健康まつり」は10回目となりました。
まさに手づくりの中身の濃い「まつり」と
なりました。

•第28回大田・品川健康まつりは悪天候で
残念なら中止となりました。

5．お元気ですか訪問も定着
•毎年６月の「お元気ですか訪問」は２回目

の取り組みでした。

•「救急医療情報キット」の配布や大田区の
見守りキーホルダーの普及などたいへん喜
ばれています。

•114人が行動に参加、492件を訪問し104
本の救急医療情報キットをお渡ししまし
た。

6．城南福祉医療協会が
　　　「社会医療法人財団」へ

•大田病院は引き続き東京都区南部医療圏
（品川・大田）の二次救急の中心を担い、「東
京ルール」の幹事病院として多くの救急車
を受け入れてきました。

•差額ベッド料のない安心して入院できる協
力医療機関として奮闘してきました。

•城南福祉医療協会は2013年４月１日付で
「医療法人財団」から「社会医療法人財団」
として新たな一歩を踏み出すこととなりま
した。公的役割の高い医療機関となります。

7．毎月第2木曜の
　　　理事会前宣伝行動が定着

•毎月理事会前の17：30～18：15まで蒲田駅
東口で行ってきました。

•理事会前宣伝行動が定例化して取り組まれ
てきたことは大きな前進です。

•2012年度は、とりわけ「消費税増税反対!!」
を中心に宣伝してきました。

8．「よろず相談」が
　　　　　さらに拡大・充実

•大森中診療所で行っている「よろず相談」
は深刻な不況の影響もあり、毎月25～30
件ほどの相談があります。

•月曜から金曜まで週５日の相談体制を確立
して、生活相談、医療・介護の悩み、労災
問題など幅広く対応してきました。

•この中から生活保護受給につながる事例や
城南保健生協への加入が多くありました。

•11月からは南部法律事務所の弁護士も加
わり、さらに充実した取り組みとなってい
ます。

3．「第１回城南文化祭」の成功

•２月23日、はじめての取り組みとして「第
１回城南文化祭」を行い、140人以上の方
に参加していただきました。

•班活動の日頃の成果を発表する場としても
大好評でした。

•参加したみんながイキイキと、「また来年」
という多くの声が寄せられました。

4．引き続きの健康づくりの
　　　　　　　取り組みも前進

•第３回となった「駅伝フェスティバル」は
年々参加チームも増えてきました。今回は
じめて小学生チームの参加がありました。

各委員会・分野別活動の特徴

保健予防・健康づくり活動

•６月は第３回健康体操サポーター養成講
座、誰でもできる健康体操教室、10月～
11月にかけて第４回わくわくヘルスチャ
レンジ（122人参加）、３月は保健教室も
開催しました。

春のバスハイク ４月22日㈰ 茨城・常陸石岡　142人

第10回品川健康まつり ５月26日㈯ 戸越公園　1,000人

春のウォークラリー ６月３日㈰ 六郷用水北堀　21人

第３回健康体操
サポーター養成講座

６月７日㈫
　～

大田区民プラザ　５人修了

誰でもできる健康体操教室 ６月28日㈫ 大田区民プラザ　９人修了

さようなら原発10万人集会 ７月２日㈯
代々木公園

城南三法人150人参加

ドルフィン第29回海の合宿
７月22日㈯
　～23日㈰

大浦海岸　53人

全国鵜の木まつり ７月28日㈯ 健康チェック

こらぼ夏まつり ７月29日㈰ 健康チェック

原水爆禁止世界大会広島大会
　

８月４日㈯
　～６日㈪

広島　生協から３名

全日本民医連
共同組織活動交流

９月２日㈰
　～３日㈪

岩手・花巻　２演題発表

ヘルパー全体交流会 ９月21日㈮ 大田生活センター　75人

生協組合員活動と
医療・介護活動交流会

９月29日㈯ 大田病院会議室　82人

秋のバスハイク ９月30日㈰
山梨・昇仙峡とぶどう狩り　
129人

仲間増やし月間
10月１日～
　12月28日

第５回わくわく
ヘルスチャレンジ

10月１日～
　11月30日

122人が参加

10・17いのち・生活・安全
まもる国民集会

10月17日㈬ 日比谷野外音楽堂　4,000人

第40回大田区生活展
10月20日㈯
　～21日㈰

大田区消費者生活センター
骨密度測定

秋のウォークラリー 11月11日㈰ 六郷用水南堀　19人

原発ゼロをめざす大田の会 11月13日㈫ 大田区民プラザ　400人

新春鎌倉ハイキング １月６日㈰ 鎌倉・祇園山　29人

第30回新春ダンスパーティー １月11日㈮ 大田区民プラザ　25人

西南ブロック活動交流集会 ２月16日㈯ 代々木・東医健保会館

第１回城南文化祭 ２月23日㈯
大森スポーツセンター

舞台13・展示17

仲間増やし年度末達成月間
３月１日㈮
　～30日㈯

３月29日
年間目標700世帯達成

第３回駅伝フェスティバル ３月３日㈰
22組100人以上が参加

全チーム完走

映画「ひまわり」上映会 ３月８日㈮
アプリコ大ホール

1,000人来場

東京都生協連
組合員活動交流集会

３月９日㈯ 中野生協連会館　４演題発表

３・10原発ゼロ大行動 ３月10日㈰ 日比谷野外音楽堂　４万人

2012年度　年間主要行事の取り組み

この他、各地域で「健康相談会」「新春のつどい」「学習会」「バザー」など
が多彩に取り組まれました。

品川原発ゼロ集会

文化祭　若返り班

文化祭　虹の家みちづか

第3回駅伝フェスティバルに100人以上が参加

品川健康まつりで一輪車の演技を披露

救急医療情報キット

消費税増税反対署名行動（蒲田駅西口）

よろず相談コーナー

大腸がんの学習会

助け合い・まちづくり活動

•学習会は５月に『知っておきたい介護のこ
と』、12月に『認知症サポーター養成講座』
を大田で開催しました。

•2011年12月に立ち上げた「大田病院のボ
ランティアを考える会」は１年間議論を重
ね、11月より入院患者さんに「足湯」を
楽しんでもらうボランティアを開始（毎月
1回）。

くらしと平和の活動

•委員会前の１時間は毎回「学習の時間」を
設け、委員だけでなく、幅広い方々に参加
を呼びかけました。

•原水爆禁止世界大会（広島）にはドルフィ
ンから２人の代表と品川地域から１人を派
遣しました。

大田病院足湯ボランティア

•大田・品川の社会保
障推進協議会のそれぞ
れの事務局として幹事
会・駅頭宣伝などに取
り組んできました。

•理事会前宣伝行動を定
例化したことは大きな
前進です。

文化・スポーツ
の活動　　　　

•ウォークラリー（２
回）、バスハイク（２
回）、健康まつり、新
春鎌倉ハイキング、ダ
ンスパーティー、組合
員文化祭、駅伝フェス
ティバルに取り組みま
した。

機関紙活動

　年間10回の定期発行
と内容充実に努めてきま

原水禁世界大会（広島）

ウォークラリー

バスハイク・ぶどう狩り

した。編集委員会を毎月定例で開催し、より
充実した紙面にしていくため、話し合いをす
すめてきました。
　ゆたか診療所の移転新築の取り組みやヘル
パーステーションの「かがやき事例紹介」を
連載してきました。

城南保健生活協同組合　第38回　通常総代会議案

第１号議案　2012年度活動のまとめ（案）




